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条に基づき、2015 年１月 28 日、その論文「中国の知的財産権侵害救済における填補と抑
止」を早稲田大学大学院法学研究科長に提出し、博士（法学）（早稲田大学）の学位を申
請した。後記の委員は、上記研究科の委嘱を受け、この論文を審査してきたが、2015 年


































 第１章 知的財産権侵害救済における填補と抑止の意義    
 第２章 知的財産権侵害救済に関する中国法の歩みと課題 
第３章 中国の知的財産権侵害救済における填補の現状と問題点 
 第４章 中国の知的財産権侵害救済における抑止の現状と限界 
第５章  アメリカにおける懲罰的な損害賠償制度について     






























































































































































































































































































































































































2015 年６月 29 日  
 
審査員 
主査  早稲田大学教授      高林 龍(知的財産法) 
                  
 
副査   早稲田大学教授      小口彦太（中国法） 
 
 
早稲田大学教授      江泉芳信（国際私法） 
 
 










                              
  
頁   行・箇所       誤       正 









29 脚注 86 MILLER supra note 18 MILLER supra note 74 
35 脚注 104 孔・前掲注 98(142)頁 孔・前掲注(98)142 頁 
57 脚注 167 第 6 条おいては 第 6 条においては 
60 上から 6 行目、8
行目 
2008 特許法 2008 年特許法 
70 上から 18 行目 第１節 民事救済における抑止 第１節 民事救済による抑止 
71 脚注 214 陳・前掲注(140)51 頁 陳・前掲注(163)51 頁 
71 脚注 215 前掲注(164)125 頁 前掲注(161)125 頁 
83 脚注 268 supra Note 268 supra Note 265 
83 脚注 269 supra note 270 supra note 267 
91 脚注 295 前掲注(273) 前掲注(270) 
91 脚注 297 前掲注(270) 前掲注(273) 
97 脚注 320 前掲注(314)125 前掲注(314)125 頁 




第 3 款 知的財産権分野におけ
る懲罰的な損害賠償責任の成
立要件 
 
 
 
 
 
